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題に取り組み、2010 年 3 月に何とか「立教大学社会情報教育研究センター」を
創設することができました。補助金申請にあたっては、当時の総長室教学改革
課の全面的なサポートをいただきました。そして、設置準備室およびセンター
設置後はメディアセンターの全面的なサポートをいただきました。その支援が
なければ、センターの今日はなかったと思います。心より御礼申し上げます。 
 センター設置後の活動については活動記録をご覧いただきたいと思いますが、
公的統計を扱う政府統計部会、社会調査を扱う社会調査部会、統計教育を扱う
統計教育部会がそれぞれ力を発揮する形で 5年間を走りぬいたという印象です。
私としては夢中でしたが、大変充実した時間を過ごすことができました。そし
て三部会の組み合わせが実に良いということを心から実感することができまし
た。立教大学社会情報教育研究センターは日本の大学で唯一といえる組織構成
であり、まだまだ力を発揮する余地があります。立教大学はこのオンリーワン
たる組織の力をもっと活かすべきではないかと思っています。 
 センターを支えていただいた、教員、職員、助教、学術調査員、事務局の皆
さんに心より御礼申し下げます。調査並びに統計が楽しいということを本当に
教えていただきました。ありがとうございました。そしてセンターの今後を担
う皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
